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副
会
長
に
佐
川
秀
紀
氏（
砥
部

町
長

）を
選
出

第
２
回
臨
時
総
会
を
開
く　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
10
月
31
日
午
後
3

時
30
分
か
ら
「
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松
山
」
で

臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
、
新
し
く
就
任

し
た
河
野
忠
康
久
万
高
原
町
長
と
高
門
清

彦
伊
方
町
長
を
紹
介
。
両
氏
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
開
会
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら

れ
た
。

1　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ

　
　
　

会
長
欠
席
／
甲
岡
監
事

₃　

選　

挙

　
　

会
長
が
欠
席
し
、
副
会
長
が
欠
員
の

た
め
阪
本
松
野
町
長
が
臨
時
議
長
と
な

り
、
同
町
長
を
仮
議
長
に
選
出
し
、
副

会
長
の
補
欠
選
挙
を
議
題
と
し
た
う
え

で
、
事
務
局
長
の
説
明
を
求
め
た
。

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

前
副
会
長
の
髙
野
宗
城
氏
が
、
久
万

高
原
町
長
の
任
期
満
了
に
よ
り
平
成
28

年
9
月
11
日
に
退
任
さ
れ
、
副
会
長
が

欠
員
と
な
っ
た
た
め
、
副
会
長
の
補
欠

選
挙
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
任
期
は
平

成
29
年
6
月
5
日
ま
で
の
残
任
期
間
で

あ
る
こ
と
や
関
係
規
約
等
の
説
明
が
あ

り
、
選
挙
の
結
果
、
指
名
推
選
に
よ
り

佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
を
新
副
会
長
に
選

出
し
た
。

　
　

続
い
て
選
出
さ
れ
た
佐
川
新
副
会
長

か
ら
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、

議
長
と
し
て
議
事
に
入
る
旨
を
宣
し
た
。

4　

議　

事

　

⑴　

報
告
第
2
号　

専
決
処
分
の
承
認

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　
「
平
成
28
年
度
愛
媛
県
町
村
会
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）」
に
つ
い
て

は
、
全
員
連
絡
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

で
あ
る
が
、
特
に
緊
急
を
要
し
、
全
員

連
絡
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

い
こ
と
か
ら
専
決
処
分
を
し
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
異
議
な

く
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
第
2
回
全
員
連
絡
会

　

臨
時
総
会
終
了
後
、
同
所
で
「
平
成
28

年
度
第
2
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

1　

協　

議

⑴　

子
育
て
支
援
に
係
る
新
規
事
業
に

つ
い
て

　
　

金
子
県
生
き
が
い
推
進
局
長
か
ら

　
　

子
育
て
に
優
し
い
愛
媛
県
を
打
ち
出

し
、
ひ
い
て
は
出
生
率
の
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
県
と
市
町
が
連
携
し
て
紙

お
む
つ
の
購
入
に
係
る
経
済
的
支
援
を

行
い
た
い
と
し
て
、「
愛
顔
っ
子
（
え
が

副会長
佐川　秀紀 氏

お
っ
こ
）
応
援
券
（
仮
称
）」
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一
同

了
承
し
た
。

⑵　

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
の

組
合
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
　

玉
井
共
済
組
合
総
務
課
長
か
ら

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日
に
任
期
満
了
と

な
る
共
済
組
合
の
組
合
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
、
選
挙
の
仕
組
み
、
選
挙
区
ご

と
の
議
員
定
数
や
選
挙
場
所
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一
同

了
承
し
た
。

⑶　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
副
連
合
長

の
選
任
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

こ
れ
ま
で
、
山
下
伊
方
町
長
が
就
任

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
の
退
任
に

当
た
り
後
任
者
を
選
出
願
い
た
い
と
す

る
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
高
門

伊
方
町
長
を
選
出
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

⑷　
「
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」へ

の
支
援
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

県
と
市
町
が
連
携
し
て
、
税
の
徴
収

率
に
万
全
を
期
す
た
め
、
県
に
対
し
て

引
き
続
き
補
助
金
や
管
理
職
員
の
派
遣

に
つ
い
て
支
援
を
求
め
る
要
望
を
市
長

会
と
と
も
に
行
い
た
い
と
す
る
説
明
が

あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一
同
了
承
し
た
。

⑸　

平
成
28
年
度
「
災
害
共
済
関
係
事

業
加
入
推
進
運
動
」
及
び
「
公
共
建

物
火
災
予
防
及
び
交
通
安
全
運
動
」

の
実
施
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

本
年
度
の
事
業
へ
の
加
入
推
進
及
び

公
共
建
物
の
火
災
予
防
等
の
運
動
を
全

国
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、

各
事
業
の
加
入
推
進
に
向
け
て
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
11
月
25
日
に

は
、
加
入
推
進
会
議
を
開
催
す
る
の
で
、

担
当
職
員
の
出
席
を
お
願
い
し
た
い
と

す
る
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
一

同
了
承
し
た
。

2
　
報
　
告

⑴　

平
成
28
年
度
東
日
本
大
震
災
被
災

市
町
村
へ
の
人
的
支
援
に
係
る
被
災

三
県
の
要
請
活
動
に
つ
い
て

⑵　

熊
本
県
町
村
会
（
小
国
町
長
、
南

阿
蘇
村
長
、
山
江
村
長
）
訪
問
に
つ

い
て

⑶　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

（
自
治
労
連
）愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

請
⑷　

全
国
町
村
長
大
会
開
催
要
綱
及
び

大
会
前
後
の
関
係
団
体
行
事
一
覧
表

（
第
3
報
）
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

前
記
4
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

⑸　

そ
の
他

①　

次
回
の
全
員
連
絡
会
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
11
月
8
日
㈬
に
開
催
す
る

こ
と
で
決
定
し
た
。
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　公益財団法人愛媛県市町振興協会は、10月20日㈭、愛媛県農業共済組合５階会議室で「地方自治・新時

代における人材育成に関する研修会」を開催しました。

　研修会の目的は、地方公共団体の人事行政を取り巻く情勢は変化しており、各地方公共団体は人材育成や
環境の整備に取り組む必要があり、これからの人事評価制度の人材育成等への十分な活用や女性職員のライ
フサイクルに応じた人材育成等について理解を深めるために開催したもの。
　講師は、早稲田大学政治経済学術院教授の稲継裕昭先生で、「地方自治・新時代における人材育成につい
て」と題して、新時代における人材育成や女性職員の活躍推進などについて、全国での具体的な事例を紹介
しながらわかりやすく説明。市町の人事評価担当者にとって実に有意義なお話しをいただいた。
　なお、各市町から40名の参加があった。

人材育成に関する研修会を開催
10/20　（公財）愛媛県市町振興協会

【配布論文】

1　稲継裕昭「自治体職員の成長と支援体系」『都市問題』2016年2月号
2　稲継裕昭「地方創生時代の人事戦略」『地方公務員月報』2015年8月号
3　稲継裕昭「『まちづくり人材』職員の評価」『ガバナンス』2015年7月号
4　稲継裕昭「人事評価と人材育成」『クリエイティブ房総』2016年第91号
5　稲継裕昭「地方公務員人事評価制度の本格実施に向けて」『試験と研修』2014年7月号
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「地方自治・新時代における人材育成に関する研修会」開催要領

１．目　　的
　　地方公務員法の一部改正（平成28年₄月施行）による人事評価制度の導入や女性活躍推進法の成立
（特定事業主行動計画策定 : 平成28年₄月施行）等、地方公共団体の人事行政を取り巻く情勢は変化し
ており、各地方公共団体は、これを踏まえながら人材育成や環境の整備に取り組む必要がある。
　　このような状況を踏まえ、人事評価制度の人材育成等への十分な活用や女性職員のライフサイク
ルに応じた人材育成等についての研修会を開催する。

２．日　　時　　平成28年10月20日（木）　14：00～16：00
３．会　　場　　松山市二番町 4－4－2　愛媛県農業共済組合　5階　会議室
４．対 象 者　　各市町の人事評価担当部・課長及び担当者
５．演　　題　　地方自治・新時代における人材育成ついて
６．講　　師　　早稲田大学政治経済学術院教授
　　　　　　　　　稲　継　裕　昭（いなつぐ ひろあき）先生

【稲継　裕昭　先生　プロフィール】
・大阪府高槻市生まれ
・大阪府立茨木高校、京都大学法学部卒
・1983年～1996年　大阪市職員（人事委員会事務局、市長室勤務）
・1996年～2000年　姫路獨協大学　助教授
・2000年～2007年　大阪市立大学　教授、法学部長など
・2007年～現在　　早稲田大学　教授（放送大学客員教授兼務）
・政府委員等　　　内閣消費者委員会委員、総務省、人事院関係の委員会座長、委員多数
　　　　　　　　　大阪府人事委員会委員など
【主な著書】
　『パソコンで学ぶ地方公共団体の人事評価』自治研修協会監修
　　　　（自治研修協会、2015年₃月発行。同8月に改訂版発行ＤＶＤ付1800円）
　『評価者のための自治体人事評価Ｑ＆Ａ』（ぎょうせい、2013年）
　『プロ公務員を育てる人事戦略－職員採用・人事異動・職員研修・人事評価』（ぎょうせい）
　『プロ公務員を育てる人事戦略2－昇進制度・ＯＪＴ・給与・非常勤職員』（ぎょうせい）



　（5）　平成28年10月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 91 号　

　

第
57
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
　

　

研
修
会
は
、定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。は

じ
め
に
四
国
地
区
会
長
で
あ
る
森
口
香
川

県
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
に
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、
町
村
議
会

議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
本
県
齋
藤
武
俊

愛
南
町
議
員
を
は
じ
め
10
名
の
方
々
に
対

す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、
名
城

大
学
都
市
情
報
学
部
教
授
の

昇
秀
樹
先
生
か
ら
「
人
口
減

少
と
地
方
議
会
の
あ
り
方
」、

東
京
大
学
教
養
学
部
客
員
准

教
授
の
松
本
真
由
美
先
生
か

ら
「
も
う
一
度
考
え
る
地
球

温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、

こ
れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
原

愛
媛
県
会
長
が
閉
会
の
こ
と

　

恒
例
の
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
香
川
県
当
番
に
よ
り
、

10
月
13
日
高
松
市
の
レ
グ
ザ
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、四
国
各
地
か
ら
町
村
議
会
議

員
ら
約
5
6
0
名
（
本
県
関
係
は
1
2
6
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

ば
を
述
べ
、
午
後
4
時
50
分
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
本
県
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　

愛
南
町　

議　

員　

齋
藤　

武
俊

　
　

同　
　

元
議
員　

佐
々
木
紀
元

　
　

同　
　
　

同　
　

渡
辺　

敏
行

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
10
月
6

日
愛
南
町
役
場
3
階
会
議
室
で
、「
平
成
28

年
度
第
3
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
全
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　
　

原
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
愛
南
町
長

3　

講　

演

　
　
　
「
地
方
行
政
の
課
題
に
つ
い
て
」

　
　
　

県
市
町
振
興
課
長　

萩
原　

啓
氏

4　

議　

事

　

⑴　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　
　

原
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
次
の
と

お
り
指
名
し
た

　
　
　
　
　
　

井
上
砥
部
町
議
長

　
　
　
　
　
　

板
尾
松
野
町
議
長

　

⑵　

報　

告

　
　

①　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　
　
　

前
回
の
全
員
協
議
会
か
ら
の
行
事

愛
南
町
で
議
長
会
第
３
回
全
員
協
議
会

        

優
良
議
会
に 

上
島
町
を
推
薦

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

5　

協　

議

　

⑴　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
町
村
議
会

表
彰
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
本
年
度
は
上
島
町
議
会
を

推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

第
57
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑶　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会
に
つ
い
て

　
　
　

2
題
を
一
括
議
題
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
参
加
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑷　

第
60
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
今
回

は
大
会
翌
日
に
議
長
研
修
会
を
開
催

し
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
を
訪
ね
、

「
最
近
の
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
動
向

に
つ
い
て
」
研
修
す
る
こ
と
の
日
程

を
了
承
し
た
。

　

⑸　

当
面
の
会
務
運
営
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
上
島
町
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
よ
り
原
会
長
が
退
任

予
定
で
あ
る
こ
と
。ま
た
、翌
日
か
ら

山
下
副
会
長
が
会
長
職
務
代
理
者
を

つ
と
め
る
こ
と
。
こ
れ
に
伴
う
、
当

面
の
会
務
運
営
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑹　

そ
の
他

　
　

①　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

次
回
定
例
会
の
開
催
期
日
は
、

正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

　
　

②　

そ
の
他

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
の

依
頼
を
了
承
し
た
。

　
　

な
お
、
協
議
終
了
後
、
次
の
と
お
り

視
察
し
た
。

　
　

◦
愛
南
町
役
場
新
庁
舎

　
　

◦
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ

　
　

◦
宇
和
海
展
望
タ
ワ
ー

　
　

◦
紫
電
改

　
　

◦
海
中
展
望
船
「
ガ
イ
ヤ
ナ
」
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各町の伝統行事！

は
ん
ぎ
り
競
漕

　（
ま
さ
き
町
夏
祭
り
）

●
場
所
／
塩
屋
海
岸

●
実
施
時
期
／
毎
年
８
月
第
１
土
曜
日

義
農
祭

●
場
所
／
義
農
公
園

●
実
施
時
期
／
毎
年
４
月
23
日

た
わ
わ
祭

　（
松
前
町
産
業
ま
つ
り
）

●
場
所
／
ま
さ
き
村
店
舗
前
駐
車
場

 

（
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
敷
地
内
）

●
実
施
時
期
／
毎
年
11
月
中
の
２
日
間

【
概　

要
】

　

ま
さ
き
町
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
と
し
て
“
は

ん
ぎ
り
競
漕
”
を
塩
屋
海
岸
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

は
ん
ぎ
り
競
漕
は
、
海
上
に
大
き
な
「
た
ら
い
」
を

浮
か
べ
、
体
を
前
後
に
動
か
し
て
漕
ぐ
こ
と
で
前
に
進

み
、
そ
の
速
さ
を
競
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
競
技
で
す
。

文
禄
年
間
に
漁
夫
が
、
伝
馬
船
代
わ
り
に
「
は
ん
ぎ
り
」

と
い
う
木
の
た
ら
い
を
使
い
、
競
っ
て
沖
を
漕
ぎ
渡
っ

た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
松
前
の
海
の
伝
統

行
事
と
し
て
守

り
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
大
き

な
た
ら
い
を
巧

み
に
乗
り
こ
な

し
、
勇
ま
し
く

漕
ぎ
進
む
姿
は
、

松
前
町
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。
児

童
か
ら
大
人
ま

で
参
加
い
た
だ

き
、
多
く
の
人

の
歓
声
を
集
め

て
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

享
保
の
大
飢

餓
の
際
、
自
ら

の
命
と
引
き
換

え
、
麦
種
を
後

世
に
残
し
た
義

農
作
兵
衛
翁

の
遺
徳
を
し
の

び
、
作
兵
衛
翁

の
「
私
」
よ
り

「
公
」
を
、「
己
」

よ
り「
他
」を
大

切
に
す
る
、
義

農
精
神
を
後
世

に
受
け
継
ぐ
た

め
、
毎
年
４
月

23
日
に
義
農
祭

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

式
典
の
ほ
か
、

町
内
の
児
童
や

地
域
住
民
に
よ
る
義
農
太
鼓
･
伊
予
万
歳
な
ど
の
伝
統

芸
能
･
演
芸
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
松
前
特
産
の
小
魚
な
ど
の
海
産

物
や
、
松
前
町
内
外
の
生
産
者
が
持
ち
寄
っ
た
野
菜
･

花
･
果
物
等
が
販
売
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

【
概　

要
】

　
「
恵
み
、
め
ぐ
る
ま
ち
、
ま
さ
き
」
の
商
工
水
産
の
恵

み
が
結
集
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、“
た
わ
わ
祭
（
ま
さ

き
町
産
業
ま
つ
り
）”
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、特
産
品
な
ど
の
展
示
販
売
を
は
じ
め
、飲

食
店
の
実
演
販
売
、
企
業
展
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
松
前
町
の
魅
力
を
実
感
し
、

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
大
勢
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

松 前 町
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各町の伝統行事！

砥
部
焼
ま
つ
り

●
場
所
／
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園

　
　
　
　

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
周
辺

●
実
施
時
期
／
４
月
第
３
土
・
日
曜
日

七
折
梅
ま
つ
り

●
場
所
／
七
折
梅
園

●
実
施
時
期
／
２
月
下
旬
～
３
月
上
旬

陶
街
道
文
化
ま
つ
り

秋
の
砥
部
焼
ま
つ
り

●
場
所
／
砥
部
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

ひ
ろ
た
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
周
辺

●
実
施
時
期
／
11
月
上
旬

【
概　

要
】

　

砥
部
焼
の
全
窯
元
（
約
1
0
0
軒
）
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

約
10
万
点
余
り
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
大
即
売
会
を

は
じ
め
、
新
し
い
砥
部
焼
に
出
会
え
る
新
作
展
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
概　

要
】

　

味
と
質
の
良
さ
で
知
ら
れ
る
「
七
折
小
梅
」
の
産
地
、

砥
部
町
七
折
地
区
で
、
早
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
七
折

梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

七
折
小
梅
を
は
じ
め
約
30
種
、
1
万
6
千
本
の
梅
の

木
が
咲
き
誇
る
梅
園
周
辺
で
は
、
梅
加
工
品
や
農
産
物

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
概　

要
】

　

砥
部
町
自
慢
の
技
や
逸
品
、
特
産
品
が
一
挙
に
大
集

合
、
砥
部
町
を
満
喫
す
る
2
日
間
で
す
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、陶
芸
、絵
画
な
ど
を
展
示
す
る
芸

術
文
化
フ
ェ
ス
タ
や
、
七
折
小
梅
の
加
工
品
な
ど
を
即

売
す
る
町
産
品
フ
ェ
ス
タ
が
、
ひ
ろ
た
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各
種
シ
ョ
ー
、
農
林
産
物
の
販
売
、
も
ち
ま
き

な
ど
の
広
田
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
周
辺
で
は
、
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
町
道
に
、
砥
部
焼
の
窯
元
ブ
ー
ス
が
出
店
し
て
、

対
面
販
売
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
砥
部
焼
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
ク
イ
ズ
、
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。

砥 部 町

2015春の砥部焼まつり 大即売会

◀七折小梅

▶
七
折
梅

砥
部
焼
の
対
面
販
売

芸
術
文
化
フ
ェ
ス
タ
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10
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ

の
職
員
派
遣
に
係
る
3
県
合
同
訪
問
、

自
治
労
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
望

▽
4
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会

▽
6
日
＝
平
成
28
年
度
県
と
市
町
の
産
業

保
険
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会
、
愛
媛
県
町
村

議
会
議
長
会
第
3
回
全
員
協
議
会
（
7

日
ま
で
）

▽
7
日
＝
公
有
建
物
罹
災
調
査

▽
8
日
＝
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進
協

会
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㏌
中
島
」

▽
11
日
＝
町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
（
国

際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）（
13
日

ま
で
）、
宝
く
じ
の
女
神
来
局

▽
12
日
＝
平
成
28
年
度
地
方
行
財
政
講
習

会
（
13
日
ま
で
）

▽
13
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
6
㏌
な
ら（
14
日
ま
で
）、
第
64

回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
、
福
島
県
被

災
市
町
村
復
興
状
況
見
学
会
、
第
57
回

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
並

び
に
平
成
28
年
度
第
2
回
町
議
会
議
員

研
修
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
代

議
員
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館

臨
時
評
議
員
会

▽
20
日
＝
地
方
自
治
・
新
時
代
に
お
け
る

人
材
育
成
に
関
す
る
研
修
会
、
平
成
28

年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
担
当

課
長
等
会
議

▽
21
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政

委
員
会
、同
政
務
調
査
会
行
政
委
員
会
・

財
政
委
員
会
合
同
会
議
、
同
理
事
会
・

都
道
府
県
会
長
会
、
同
政
務
調
査
会
行

政
委
員
会
、
公
益
法
人
会
計
研
修
会

▽
24
日
＝
平
成
28
年
度
議
長
研
修
会
（
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）、
平
成

28
年
度
「
え
ひ
め
移
住
交
流
促
進
協
議

会
」
第
2
回
総
会

▽
25
日
＝
平
成
28
年
度
愛
媛
地
方
税
務
協

議
会

▽
26
日
＝
熊
本
地
震
の
支
援
に
対
す
る
熊

本
県
3
町
長
来
局
、
平
成
28
年
度
町
村

議
会
広
報
研
修
会

▽
27
日
＝
第
25
回
暴
力
追
放
県
民
大
会
、

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
対
策
基
本
法
」並

び
に「
人
権
侵
害
救
済
法
」の
早
期
制
定

を
求
め
る
第
44
回
「
愛
媛
中
央
集
会
」、

平
成
28
年
度
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
全
国
研
修
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
新

規
採
用
職
員
第
1
次
選
考
試
験
、
平
成

28
年
度
「
小
・
中
学
生
の
ふ
る
さ
と
学

習
作
品
展
」
表
彰
式

▽
30
日
＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み

2
0
1
6

▽
31
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
愛
媛
県
町
村
会
第
2
回
臨
時
総

会
、
同
第
2
回
全
員
協
議
会

　

一
時
が
幸
せ
と
は

　

積
雪
が
見
ら
れ
る
北
海
道
か
ら
夏
日
の

沖
縄
。十
月
下
旬
の
列
島
約
3
，0
0
0
㎞

は
、
日
本
の
春
夏
秋
冬
を
一
画
面
に
表
示

す
る
。

　

当
た
る
確
率
85
％
の
天
気
予
報
も
地
球

温
暖
化
が
禍
し
、長
期
の
現
象
が
見
極
め
に

く
い
で
あ
ろ
う
。残
暑
の
余
韻
な
く
猛
暑
の

日
々
か
ら
秋
へ
、は
っ
き
り
と
し
た
「
衣
替

え
日
」
の
な
い
季
節
の
変
化
で
あ
る
。秋
の

虫
の
音
も
い
つ
の
間
に
か
止
み
、香
り
の
金

木
犀
の
花
も
早
々
に
散
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。こ
の
ま
ま
で
は
秋
は
短
く
一
気
に
冬

季
に
入
る
か
も
知
れ
な
い
。こ
こ
の
と
こ
ろ

日
本
の
四
季
が
、暦
に
関
わ
ら
ず
気
候
変
動

で
徐
々
に
ズ
レ
て
来
て
い
る
気
配
。

　

さ
て
、
逃
げ
る
間
の
な
い
地
震
は
、
平

成
7
年
1
月
の
阪
神
・
淡
路
大
地
震
か
ら

鳥
取
西
部
地
震
、
芸
予
地
震
、
中
越
地
震
、

三
陸
沖
地
震（
東
日
本
大
震
災
）、
さ
ら
に

有
感
地
震
が
、
列
島
の
何
処
か
で
ほ
ぼ
毎

日
発
生
し
て
い
る
。
特
に
西
日
本
で
は
活

動
期
に
入
っ
た
と
云
わ
れ
、
今
年
に
入
っ

て
熊
本
地
震
、鳥
取
中
部
地
震
と
続
く
。今

や
都
市
直
下
を
は
じ
め
大
地
震
は
、
列
島

の
何
処
で
何
時
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
不

安
を
増
幅
し
て
い
る
。

　

地
震
の
引
き
金
に
な
る
「
ひ
ず
み
」
に
つ

い
て
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
計
測
（
毎
日
ミ
リ

単
位
で
、
1
3
0
か
所
で
調
査
）
で
、特
に

四
国
西
北
部（
愛
媛
）と
琵
琶
湖
西
側
の
2

地
域
で
か
な
り
の
「
ひ
ず
み
」
が
溜
ま
っ
て

い
る
と
の
事
。
鳥
取
中
部
も
こ
の
「
ひ
ず

み
」
が
大
き
く
溜
ま
っ
て
い
た
地
域
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
南
海
ト
ラ
フ
と
の
関

連
を
強
く
示
す
も
の
と
云
わ
れ
、巨
大
地
震

発
生
の
前
兆
か
も
知
れ
な
い
。30
年
以
内
に

70
％
の
発
生
確
率
は
、過
去
の
歴
史
か
ら
も

裏
づ
け
さ
れ
る
。
発
生
が
今
か
、
何
日
・
何

年
後
か
解
ら
な
い
現
下
の
地
震
予
知
力
で

あ
る
。今
は
、
た
だ
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
地

震
へ
の
心
構
え
し
か
な
い
か
…
。

　

さ
ら
に
各
地
で
の
大
雨
・
豪
雨
・
猛
暑

な
ど
自
然
界
が
年
々
そ
の
異
常
さ
を
人
々

に
表
現
し
て
来
て
い
る
。
そ
の
影
響
で
あ

ろ
う
か
、
そ
の
世
界
に
共
存
す
る
人
間
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
出
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
国
内
に
あ
っ
て
は
、
弱
者
に

た
い
す
る
事
件
の
数
々
。
遺
体
を
バ
ラ
バ

ラ
に
切
断
遺
棄
す
る
痛
ま
し
い
猟
奇
事
件

は
、
何
故
か
次
々
と
起
こ
る
。
と
に
か
く

正
常
で
な
い
因
果
関
係
、
理
解
し
難
い
事

件
が
増
え
て
き
た
。

　

国
外
も
混
沌
と
し
た
事
象
が
多
い
。
特

一

筆

に
中
近
東
地
域
の
紛
争
は
、
ま
す
ま
す
泥

沼
状
態
。難
民
の
安
住
の
地
は
、常
に
崖
っ

ぷ
ち
に
在
る
。
ま
た
、
皆
が
口
頭
等
で
平

和
を
唱
え
な
が
ら
各
国
が
一
致
し
な
い
核

兵
器
廃
絶
は
、
行
方
定
ま
ら
ず
。
方
や
核

兵
器
研
究
・
強
化
に
精
を
出
す
国
も
あ
れ

ば
、
世
界
的
仲
裁
裁
定
を
紙
く
ず
と
す
る

国
も
あ
る
。

　

人
間
は
、
悲
惨
な
現
状
を
見
た
り
考
え

た
り
す
る
の
で
な
く
、自
分
自
身
で
実
体
験

し
な
け
れ
ば
、そ
の
痛
み
が
判
ら
な
い
御
粗

末
な
と
こ
ろ
が
あ
る
生
き
物
ら
し
い
…
。

　

何
事
も
考
え
ず
？
、
ス
マ
ホ
に
か
じ
り

つ
く
日
々
、
ハ
ロ
ー
ウ
イ
ン
に
酔
え
る
一

時
が
幸
せ
と
は
…
。

�

（
Ｔ
）

 

「
平
和
は
、
芸
術
の
保
母
で
あ
る
」

�

（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア　

英
国
の
劇
作
家
）

　

新
町
長
紹
介

　

10
月
2
日
に
前
町
長
の
辞
職
に
伴

う
伊
方
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票

の
結
果
、
新
人
の
高
門
清
彦
氏
が
当

選
さ
れ
た
。

　
　

伊
方
町
長

　
　
　
高た

か

　
門か

ど

　
清き

よ

　
彦ひ

こ

　
氏


